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令
和
四
年
度
当
初
に
当
た

り
、
重
点
事
業
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

「
子
育
て
支
援
事
業
」

保
小
中
の
給
食
費
の
無
料
化

の
継
続
に
給
食
の
調
理
機
器
の

更
新
、
保
育
施
設
遊
具
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
、
人
工
芝
を
敷
い
た

遊
び
ス
ペ
ー
ス
の
新
設
、「
海
洋

ク
ラ
ブ
」
に
よ
る
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
教
室
や
水
辺
で
の
体
験
活

動
、高
校
生
バ
ス
通
学
費
補
助
、

子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
等
を
実
施
し
、
出
産
育
児

一
時
金
・
結
婚
祝
金
・
出
産
祝

金
・
入
学
祝
金
・
奨
学
金
貸
付
制

度
な
ど
に
よ
り
、
安
心
し
て
健

や
か
に
産
み
育
て
ら
れ
、
子
ど

も
達
が
個
性
豊
か
に
育
ま
れ
る

環
境
づ
く
り
と
教
育
の
充
実
強

化
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

「
産
業
振
興
事
業
」

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
を
拠

点
と
し
て
山
村
活
性
化
対
策
事

業
を
活
用
し
た
農
業
振
興
と
観

光
振
興
、村
内
の
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
者
の
振
興
に
関
す
る

基
本
方
針
等
を
定
め
た
条
例
の

制
定
、
生
坂
村
店
舗
整
備
促
進

事
業
補
助
金
に
加
え
、村
内
の
農

業
者
、商
工
業
者
の
円
滑
な
事
業

承
継
と
、村
内
に
お
け
る
農
業
及

び
商
工
業
の
持
続
的
な
維
持
、発

展
を
目
的
と
し
た
後
継
者
へ
の

事
業
承
継
等
に
要
す
る
費
用
を

補
助
す
る
制
度
の
新
設
、コ
ロ
ナ

禍
の
困
難
な
時
期
を
乗
り
切
る

た
め
、引
き
続
き
村
民
の
皆
さ
ん

に
村
内
で
使
用
で
き
る
一
万
円

分
の「
生
活
応
援
商
品
券
」の
配

布
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
五
〇
％
の

「
い
く
さ
か
マ
ル
得
商
品
券
」の

発
行
に
よ
り
地
域
経
済
を
支
え
、

「
福
祉
の
村
づ
く
り
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
適
時
的
確
な
対
応
、

国
保
税
の
資
産
割
廃
止
に
よ
る

減
税
、
福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
買
物
の
利
用
拡
充
、
介
護

保
険
関
係
の
施
設
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
の
健
全
な
運
営
検

討
、包
括
的
支
援
事
業
、介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

等
を
着
実
に
継
続
し
、元
気
塾
・

生
坂
お
と
こ
塾
、
認
知
症
総
合

支
援
、
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
運
営
、配
食
サ
ー
ビ
ス
、

障
が
い
者
の
自
立
支
援
な
ど
を

充
実
対
応
す
る
と
と
も
に
、
有

償
援
助
サ
ー
ビ
ス「
も
り
び
と
」

に
よ
り
村
民
相
互
の
支
え
合
い

に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
、

高
齢
者
の
安
全
安
心
で
健
康
な

暮
ら
し
の
継
続
に
よ
り
健
康
長

寿
を
目
指
し
ま
す
。

「
地
域
活
性
化
対
策
等
事
業
」

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
シ
ス
テ

ム
の
完
了
、住
民
票
・
印
鑑
証
明

書
等
の
発
行
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
構
築
、
産

業
・
経
済
の
担
い
手
確
保
の「
就

業
・
創
業
移
住
支
援
」及
び
空
き

家
の
解
体
と
そ
の
跡
地
の
利
活

用
を
推
進
す
る
た
め
の「
空
き
家

跡
地
活
用
事
業
」の
新
設
な
ど
、

空
き
家
対
策
補
助
を
拡
充
し
移

住
・
定
住
対
策
を
一
層
推
進
し
ま

す
。防

災
・
減
災
対
策
と
し
て
、避

難
所
の
新
設
、
防
災
公
園
の
整

備
、移
動
系
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
、防
火
水
槽
の
新
設
な
ど
の

ハ
ー
ド
事
業
に
加
え
、地
域
防
災

力
の
要
で
あ
る
消
防
団
員
の
団

員
報
酬
と
出
動
報
酬
の
拡
充
に

よ
る
処
遇
改
善
、
分
団
運
営
交

付
金
の
新
設
、
消
防
団
員
応
援

商
品
券
の
交
付
も
行
い
、村
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
基

盤
づ
く
り
を
進
め
る
な
ど
、安
全

安
心
な
生
活
の
確
保
及
び
人
口

減
少
対
策
、地
区
と
村
の
活
性
化

に
努
め
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
む
た
め
、生
坂
村
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン

推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

会
議
で
の

検
討
、
太

陽
熱
利
用

シ
ス
テ
ム

等
の
設
置

補
助
、
太

陽
光
発
電

確
か
な
暮
ら
し
を
明
日
に
つ
な
ぎ

確
か
な
暮
ら
し
を
明
日
に
つ
な
ぎ

　
明
る
く
健
や
か
に
生
き
る
村

　
明
る
く
健
や
か
に
生
き
る
村

令
和
四
年
度
の
当
初
の
挨
拶

令
和
四
年
度
の
当
初
の
挨
拶

生
坂
村
長
　
藤
澤

生
坂
村
長
　
藤
澤  

泰
彦
泰
彦

農
業
、
商

工
業
の
振

興
、
六
次

産
業
化
等

に
よ
る
経

済
の
活
性

化
を
図
り

ま
す
。

の
環
境
に
配
慮
し
た
若
者
定
住

促
進
住
宅
の
建
設
、カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
体

験
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、村
に
適
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調

査
研
究
を
行
い
、脱
炭
素
社
会
に

対
す
る
理
解
促
進
を
図
り
ま

す
。村

民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を

重
視
し
て
、村
民
主
役
の
村
政
運

営
を
心
が
け
、山
紫
水
明
の
豊
か

な
自
然
、先
人
が
築
き
上
げ
た
伝

統
文
化
を
守
り
育
て
る
た
め
に

協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
を
進
め
、

第
六
次
総
合
計
画
の
将
来
の
姿

「
確
か
な
暮
ら
し
を
明
日
に
つ
な

ぎ　

明
る
く　

健
や
か
に
生
き

る
村
」に
向
け
て
、引
き
続
き
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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歳 出

前年度
歳 出

前年度
歳 入

［単位：万円］

［単位：万円］

歳 入

［単位：万円］

［単位：万円］

商工費 5,315
その他 234

（単位：万円）（単位：万円）

前年度対比5.5％増

項　　　目 予算額 構成比

合　　　計 221,200 100.0%

【歳入の内訳】 【歳出の内訳】

総 務 費
（ 総 務 管 理 費 ）
（住民基本台帳費）
民 生 費
（ 社 会 福 祉 費 ）
（ 児 童 福 祉 費 ）
（就労センター運営費）
衛 生 費
（ 水 道 費 ）
（ 保 健 衛 生 費 ）
（ 清 掃 費 ）
公 債 費
農林水産業費
（ 農 業 費 ）
教 育 費
土 木 費
（ 道 路 橋 梁 費 ）
消 防 費
議 会 費
商 工 費
そ の 他

54,037
（46,584）
（3,080）
40,003
（26,556）
（11,183）
（2,265）
17,126
（8,914）
（5,280）
（2,932）
29,229
24,361
（21,805）
15,525
17,957
（8,860）
12,700
4,554
5,478
230

24.4%
（21.0%）
（1.4%）
18.1%
（12.1%）
（5.0%）
（1.0%）
7.7%
（4.0%）
（2.4%）
（1.3%）
13.2%
11.0%
（9.9%）
7.0%
8.2%
（4.1%）
5.7%
2.1%
2.5%
0.1%

項　　　目 予算額 構成比

合　　　計 221,200 100.0%

前年度予算額20億9,700万円

22億1,2０0万円22億1,2０0万円
令和4年度 村の一般会計当初予算

総務費
54,037

地方交付税
107,100

地方交付税
98,000

地方債
24,540

地方債
24,910

村税
15,843

村税
15,758

繰入金
16,000

県支出金 11,683

寄付金 10,050

国庫支出金
13,248

寄付金 10,050

その他 22,181

その他
22,736

繰入金
14,951

民生費
40,003

公債費
29,229

教育費
15,525

農林水産費
24,361

土木費
17,957

衛生費
17,126

総務費
47,546

民生費
40,859

衛生費
17,370

公債費
27,660

農林水産費
20,937

教育費
22,860

土木費
16,004

消防費 12,700
議会費 4,554
商工費 5,478 その他 230

消防費 6,360
議会費 4,555

県支出金 9,895

国庫支出金 13,955

地 方 交 付 税
地 方 債
村 税
（ 固 定 資 産 税 ）
（ 村 民 税 ）
（ 軽 自 動 車 税 ）
（ 村 た ば こ 税 ）
繰 入 金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
寄 付 金
使用料及び手数料
地方消費税交付金
財 産 収 入
地 方 譲 与 税
（自動車重量譲与税）
（地方揮発油譲与税）
（森林環境譲与税）
分担金及び負担金
繰 越 金
そ の 他

107,100
24,540
15,843
（8,734）
（6,104）
（834）
（171）
16,000
13,248
11,683
10,050
8,074
3,910
2,578
2,475
（1,747）
（546）
（181）
504
500
4,695

48.4％ 
11.1％ 
7.2％ 
（3.9％） 
（2.8％） 
（0.4％） 
（0.1％） 
7.2％ 
6.0％ 
5.3％ 
4.5％ 
3.7％ 
1.8％ 
1.2％ 
1.1％ 
（0.8％） 
（0.2％） 
（0.1％） 
0.2％ 
0.2％ 
2.1％ 
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令和 4 年度 当初予算における重点事業令和 4 年度 当初予算における重点事業

事　業　名 事　業　内　容 事業費

福
祉
の
村
づ
く
り
事
業

社会福祉事業
社会福祉協議会の運営「かしわ荘」、「はるかぜ」指定管理、緊急宿泊支援
事業、デイケア事業、生活支援コーディネーター配置、特定疾患の方への
見舞金等

1,038 万円

生活支援等サービス事業 軽度支援、介護予防一般高齢者支援、配食サービス、寝たきり老人理髪給
付、介護予防福祉用具レンタル助成事業、住宅改修助成事業等 1,048 万円

福祉有償運送サービス事業 通院介助（自宅と病院間の移送や日常生活用品購入のための移送） 797 万円

高齢者生活福祉センター運営 高齢者生活福祉センター管理運営事業 678 万円

敬老イベント事業 高齢者が一同に集い、長寿を祝う「いくさか敬老の日」を実施 163 万円

高齢者医療環境対策事業
高齢者訪問診療事業、後期高齢者医療人間ドック助成、一人暮らし高齢者
緊急通報装置等設置事業、国民健康保険脳ドック助成金、後期高齢者医
療脳ドック助成金等

620 万円

保健衛生事業 新型コロナワクチン接種対策事業 172 万円

子 

育 

て 

支 

援 

事 

業

福祉医療・扶助 村単福祉医療費で18歳まで措置 436 万円

子ども・子育て支援事業
保育園園庭遊具更新、自動水栓化、子育て支援、ファミリー・サポート・セ
ンター事業、病後児保育事業、つながりの場づくり事業（ひとり親対策・
子どもの貧困対策）

1,412 万円

児童福祉事業 健やかに産み育む子育て支援金（水道料の軽減による生活支援） 810 万円

保健衛生・扶助
結婚新生活支援事業、子育て支援犀龍小太郎助成事業、各種ワクチン接
種助成、出産祝金、出産費助成、 妊産婦新生児助産師訪問、産後ケア事業、
産婦健診事業、自殺対策事業、２歳未満の乳幼児に対するもえるごみ袋の
交付

1,517 万円

教育振興事業 標津町交流事業、小学校学級支援員、入学祝金、高校生バス通学費補助、
奨学金貸付、学校図書館司書配置、 1,136 万円

社会教育事業
（児童館・生涯学習）

放課後子どもプラン推進事業、学習支援員、村図書館司書及び児童支援員
配置事業、ブックスタート事業、村誌のデジタル化及び電子図書館の閲覧 778 万円

学校給食事業 安心・安全な食育対策補助、アレルギー食対応専任職員の設置、学校給食
センター調理機器更新 940 万円

産 

業 
振 
興 
事 

業

農業振興事業
新規就農総合支援事業、人・農地プラン、農業水路等長寿命化・防災減災
事業、農業再生協議会、生坂農業未来づくり事業、県営中山間総合整備事
業、農業セーフティネット支援事業補助

5,321 万円

農業公社運営 農業公社運営等の補助（農地保有合理化、新規就農者支援及び研修事業、
有機農業研究、農業指導事業、施設整備補助事業 3,778 万円

農用地活性化対策及び遊
休農地解消対策 中山間地域直接支払事業、多面的機能支払推進交付金事業 1,389 万円

里山整備事業
松くい虫対策事業、ライフライン等保全対策事業（道路の支障木伐採）、
森と人いきいき助成事業（森林公園遊歩道、施設整備）、有害鳥獣対策（防
除機具設置補助、駆除委託、駆除報償、狩猟登録

1,956 万円

商工業振興事業
商工指導補助、生坂マル得商品券補助、生活応援商品券、店舗整備促進
事業補助、農業・商工業等後継者支援事業補助、赤とんぼフェスティバル
補助

4,997 万円

地
域
活
性
化
対
策
事
業

定住促進対策
定住促進住宅建設、結婚祝金、結婚マッチングシステム登録補助金、空き
家対策事業補助金、ＵＩＪターン就業・創業移住支援事業補助、住宅等リ
フォーム補助

6,653 万円

防災・減災事業
防災訓練実施・区交付金、村道改良事業、消防積載車整備事業、感震ブレー
カー設置補助、防災行政無線（移動系）新スプリアス対応工事、消防団員
報酬拡充、消防団応援商品券 、急傾斜地崩壊対策事業、消防水利施設工
事、避難所新設工事、防災公園整備

17,041 万円

地域活性化対策
地方税共通納税システム改修、各証明書コンビニ交付業務、ふるさと納
税業務、いくさか大好き隊・集落支援員事業、区振興交付金、交通災害共
済、生坂村絆づくり支援金事業、景勝地山清路公園整備事業、村単道路維
持補修工事、村道交通安全施設整備、ポイント制度

17,136 万円

環境対策 生活環境対策（生ごみ処理機設置事業補助、地球温暖化防止対策設備設
置費補助）、犬猫避妊去勢手術補助、雨水貯留施設設置補助金 868 万円

※太字は新規事業等



5

令和4年度 特別会計の当初予算の状況令和4年度 特別会計の当初予算の状況

村営バス特別会計

福祉センター特別会計

簡易水道特別会計

国民健康保険特別会計

農業集落排水特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

特別会計合計

会　計　名

3,380万円

9,670万円

9,920万円

2億6,710万円

8,870万円

3億0,740万円

2,890万円

9億2,180万円

3,500万円

9,310万円

１億6,730万円

2億6,700万円

9,800万円

3億0,800万円

3,140万円

9億9,980万円

令和3年度令和4年度

120万円

▲360万円

6,810万円

▲10万円

930万円

60万円

250万円

7,800万円

比    較

3.6%

▲3.7%

68.6%

0.0%

10.5%

0.2%

8.7%

8.5%

増減比率

◆みんなのふるさと「いくさか」応援寄付の活用事業◆

　皆さんからいただきました「みんなのふるさといくさか応援寄付」は、希望使途を
もとに令和４年度以下のとおり活用することとします。

ご寄付、大変ありがとうございました。

［単位：円］

令和４年度の活用事業 事業区分等 事業費
充当する基金

（寄付金）の額

活性化対策（移住定住空き家対策事業、絆づく
り支援金事業、商工会補助、農地管理補助等、
赤とんぼフェスティバル、農業体験ツアー）

ふるさと「いくさ
か」の創生 
都市との交流

99,806,000 27,243,000

福祉の村づくり（生活支援等サービス事業、福
祉有償運送サービス事業、高齢者生活福祉セン
ター運営等）

福祉教育の充実 182,345,000 22,274,000

子育て支援関係（小・中学校教育振興関係、学
校給食費無料化事業等関係、産み育む子育て支
援金）

福祉教育の充実 47,195,000 8,150,000

環境対策関係（生活環境補助、地球温暖化防止
設備設置補助等、観光公園維持等）

自然や環境保全 5,080,000 2,333,000

60,000,000
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小
中
学
校
関
係

●
小
学
校

　

転　

出

教

諭　

矢
口　

貴
子

（
島
立
小
学
校
へ
）

教

諭　

小
林　

理
和

（
波
田
小
学
校
へ
）

育
休
代
替　

丸
山　

智
弘

（
軽
井
沢
中
部
小
学
校
へ
）

校

長　

北
野　

宏
治（

退
職
）

養
護
教
諭　

一
志
久
美
子（

退
職
）

　

転　

入

校

長　

宮
沢　

芳
明

（
開
田
小
学
校
よ
り
）

教

諭　

栁
澤　

志
濃

（
吉
田
小
学
校
よ
り
）

教

諭　

吉
山　

美
穂

（
筑
摩
野
中
学
校
よ
り
）

養
護
教
諭　

中
村
も
も
こ

（
木
曽
養
護
学
校
よ
り
）

臨
任
講
師　

滝
澤　

健
太

（
湖
東
小
学
校
よ
り
）

　
　

役
場
関
係

●
総
務
課

主　

事　
　

今
溝　

康
平

　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

●
議
会
事
務
局

議
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　

藤
澤　

保（
振
興
課
）

●
住
民
課

税
務
係
長　

中
村　

竜
也

（
松
本
地
域
振
興
局

　
　

企
画
振
興
課
）

●
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
長

　
　
　
　
　

金
子　

和
世

（
管
理
栄
養
士
）

●
振
興
課

建
設
係
長　

日
岐　

孝

　
　
　
　
　
　
　
（
住
民
課
）

●
児
童
館

主　

事　
　

平
野　

公
恵

　
　
　
　
　
　
　
（
再
任
用
）

●
中
学
校

　

転　

出

教

諭　

勝
又　

慎
平

（
東
部
中
学
校
へ
）

教

諭　

大
西　

宣
晴

（
長
地
小
学
校
へ
）

養
護
助
教
諭　

登
内　

麻
奈

（
箕
輪
北
小
学
校
へ
）

会
計
年
度
任
用
職
員

　
　
　

福
山
眞
太
郎　
（
退
職
）

指
導
教
員　

峯
村　

裕
子（

退
職
）

　

転　

入

教

諭　

北
野　

宏
治

（
再
任
用
・
生
坂
小
学
校
よ
り
）

教

諭　

川
舩　
　

賢

（
再
任
用
・
広
陵
中
学
校
よ
り
）

養
護
教
諭　

古
畑　

美
優

（
新
規
採
用
）

会
計
年
度
任
用
職　

河
上　

岳

（
採
用
）

指
導
教
員　

瀧
澤　

早
苗（

採
用
）

●
職
員
派
遣

松
本
広
域
連
合
福
祉
・
地
域
課

　
　
　
　
　

関
口　

広
行

　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）

●
職
員
派
遣
研
修

長
野
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課

　
　
　
　
　

亀
田　

か
が
り

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

●
長
野
県
よ
り

村
づ
く
り
推
進
室

●
新
規
採
用

総
務
課

住
民
課

健
康
福
祉
課

振
興
課

教
育
委
員
会

●
退
職

議
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　

平
野　

公
恵

●
長
野
県
へ

退
職
派
遣
終
了

　
　
　
　
　

樋
口　

雄
一

　
　
　
　
　
（
教
育
長
）

職
員
派
遣
研
修
終
了

　
　
　
　
　

大
平　

早
紀

　
　
　
　
（
村
づ
く
り
推
進
室
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

令
和
四
年
度

村
の
人
事
異
動

教育長

上條 貴春

主事

西村 友里

主事補

鈴木 春香
主事補

伊藤 貴子

主事補

酒井 節美
主事補

井口 竜輔

看護師

山田 花菜
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■
図
書
室
利
用
案
内

◆
開
館
時
間
…

・
月
曜
～
金
曜
＝
一
〇
時
～
一
八

時
・
土
曜
＝
一
〇
時
～
一
七
時

◆
定
休
日
…
毎
週
日
曜
、
祝
祭

日
、第
三
金
曜
日
、年
末
年
始（
一

二
月
二
八
日
～
一
月
四
日
）、
特

別
整
理
日（
年
一
回
、七
日
以
内

の
休
館
で
、日
に
ち
は
館
長
が
決

め
ま
す
。）

貸
出
点
数
及
び
貸
出
期
限

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
点
数
の

増
加
と
期
限
の
延
長
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
新
年
度
も
継
続
し

ま
す
。

◆
貸
出
点
数
…
一
人
八
点
ま
で

◆
貸
出
期
限
…
三
週
間
以
内

◆
利
用
申
込
…
所
定
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

職
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。初
回

は
、無
料
で
図
書
カ
ー
ド
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
紛
失
さ
れ

た
場
合
の
再
発
行
は
、一
〇
〇
円

が
必
要
で
す
。）

◆
返
却
方
法
…
返
却
す
る
資
料

は
、カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ

　

生
坂
村
消
防
団
の
辞
令
交
付

式
が
四
月
三
日（
日
）に
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
山
本
団
長
が
新
た
に

団
長
の
任
に
着
き
ま
し
た
。
ま

た
副
団
長
一
名
と
班
長
一
名
が

新
し
く
そ
の
任
に
着
き
ま
し

た
。
五
名
の
新
入
団
員
が
入
団

し
、
山
本
団
長
よ
り
辞
令
が
手

渡
さ
れ
、
代
表
者
に
よ
る
力
強

い
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
村
民
の
皆
様
に
消

防
団
活
動
に
対
す
る
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
、
団
員
の
確
保

に
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

〈
新
任
役
員
〉

　

団

長　
　

山
本　

吉
人

　

副
団
長�

原
田　

静
雄

〇
班　
　

長

　

第
一
分
団�

藤
澤　

拓
史

〈
新
入
団
員
〉

　

第
一
分
団�

望
月　

一
将

�

平
林　

琢
磨

　

本

部�

鈴
木　

春
香

�

酒
井　

節
美

�

井
口　

竜
輔

さ
い
。図
書
室
が
休
館
し
て
い
る

時
は
、児
童
館
玄
関
の
左
側
に
、

「
時
間
外
返
却
口
」が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、そ
ち
ら
へ
返
却
を
お
願

い
し
ま
す
。Ａ
Ｖ
作
品（
Ｃ
Ｄ
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
）や
付
録
付
き（
Ｃ
Ｄ
や

型
紙
な
ど
）の
資
料
は
、必
ず
カ

ウ
ン
タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
相
互
貸
借（
そ
う
ご
た
い
し
ゃ

く
）

　

図
書
室
に
な
い
本
で
も
、他
館

か
ら
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

生
坂
村
図
書
室
が
提
携
し
て

い
る
相
互
貸
借
館
は

・
県
立
長
野
図
書
館

・
松
本
市
図
書
館

・
生
坂
中
学
校
図
書
館

・
生
坂
小
学
校
図
書
館

で
す
。
提
携
し
て
い
な
い
館

の
所
蔵
す
る
本
で
も
、
場
合
に

よ
っ
て
は
借
り
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

図
書
室
に
な
い
本
も
、ど
う
ぞ

お
気
軽
に
司
書
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
本
の
リ
ク
エ
ス
ト

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
い

つ
か
読
も
う
と
思
っ
て
い
た
本

に
、
ぜ
ひ
出
会
い
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

三
月
一
五
日
（
火
）
は
、創
立

一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
松
本
信

用
金
庫
に
よ
る
寄
付
金
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

松
本
信
用
金
庫
か
ら
鶴
見
専

務
、
田
中
明
科
支
店
長
ら
が
来

庁
さ
れ
、
村
長
に
目
録
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
正
一
一
年
の
創
業

か
ら
地
域
の
金
融
機
関
と
し
て

支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
へ
感
謝

の
意
と
し
て
、
管
内
一
九
の
自

治
体
に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
、

村
へ
は
寄
付
金
五
〇
万
円
を
贈

呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
で
は
、
貴
重
な
寄
付
金
を

次
代
に
役
立
つ
資
金
と
し
て
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

き
ま
し
ょ！

図
書
室

松
本
信
用
金
庫

松
本
信
用
金
庫

地
域
貢
献
寄
付
金
を
村

地
域
貢
献
寄
付
金
を
村

へ
贈
呈

へ
贈
呈

令和4年度
生坂村消防団辞令交付式

山本団長から5名の団員に辞令を交付
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児
童
館
放
課
後
子
ど
も
教
室

『
の
び
の
び
ス
ク
ー
ル 

マ
ラ
ソ
ン

ク
ラ
ブ
』
で
は
、
三
月
二
三
日

（
火
）に
ラ
ン
＆
ウ
ォ
ー
ク
を
開

催
す
る
予
定
で
し
た
が
、雪
降
り

の
た
め
外
で
の
開
催
は
中
止
し
、

外
を
走
る
距
離
を
時
間
に
換
算

し
て
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
内
を
ラ
ン

＆
ウ
ォ
ー
ク
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

雪
の
降
る
中
、朝
八
時
三
〇
分

に
参
加
児
童
が
ぞ
く
ぞ
く
と
児

童
館
に
集
合
し
ま
し
た
。

今
年
の
参
加
者
は
一
年
生
二

名
、二
年
生
四
名
、三
年
生
一
名
、

五
年
生
三
名
、六
年
生
三
名
の
合

計
一
三
名
で
し
た
。二
年
生
が
一

有
り
難
か
っ
た
で
す
。

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
内
で
初
め
の

会
を
行
い
、ス
タ
ー
ト
の
合
図
で

一
回
目
二
五
分
間
走
り
ま
し
た
。

外
を
走
れ
ば
農
村
公
園
に
着
い

た
時
間
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。次

に
下
ノ
田
ま
で
の
一
〇
分
間
を

歩
き
ま
し
た
。次
に
一
〇
分
間
の

休
憩
を
し
ま
し
た
。

そ
の
休
憩
の
間
、全
員
集
合
の

記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
走

り
が
終
了
し
て
い
る
の
で
、に
こ

に
こ
満
足
な
笑
顔
で
し
た
。

そ
の
後
、外
で
の
走
り
で
は
下

ノ
田
〜
児
童
館
に
向
け
て
帰
り

番
多
い
の
で
す
が
、昨
年
も
こ
の

ク
ラ
ス
が
多
く
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。

六
年
生
が
一
年
生
を
激
励
し

な
が
ら
走
っ
て
く
れ
て
、と
て
も

だ
よ
、児
童
館
ま
で
着
い
た
ら
メ

ダ
ル
が
も
ら
え
る
か
ら
元
気
に

走
り
ま
し
ょ
う
と
説
明
し
、み
ん

な
無
事
走
り
切
り
ま
し
た
。

体
育
館
で
表
彰
式
を
行
い
、一

人
ひ
と
り
に
完
走
証
と
完
走
メ

ダ
ル
を
渡
し
ま
し
た
。外
を
走
っ

て
な
い
の
で
少
し
残
念
な
顔
も

見
え
ま
し
た
。来
年
は
や
は
り
晴

れ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、体
育
館
の
窓
や

ド
ア
は
開
放
し
て
換
気
を
良
く

し
、コ
ー
チ
三
人
は
開
催
中
も
マ

ス
ク
着
用
、参
加
し
た
児
童
は
走

っ
て
い
る
時
は
マ
ス
ク
を
外
し

ま
し
た
が
、お
し
ゃ
べ
り
は
控
え

る
な
ど
、感
染
防
止
対
策
を
徹
底

し
ま
し
た
。今
後
も
さ
ら
に
充
実

し
た
楽
し
い
大
会
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

来
年
は
晴
れ
て
く
れ
る
よ
う

に
「
て
る
て
る
坊
主
」
を
作
っ

て
、
万
全
を
尽
く
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
大
会
を
開
催
す
る
に

当
た
り
、
今
年
も
交
通
誘
導
員

と
し
て
、
い
く
さ
か
大
好
き
隊

と
お
じ
さ
ま
倶
楽
部
の
皆
さ
ん

に
お
声
掛
け
し
て
、
心
良
く
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ　
コ
ー
チ

小
林　
　

稠

■通常のラン＆ウォークのコース

ラ　ン ①児童館～草尾～農村公園 7,300ｍ②下ノ田～昭津～草尾～児童館

ウォーク 農村公園～グリーンパークブリッ
ジ～下ノ田 1,500ｍ

合　計 8,800ｍ

■当日Ｂ＆Ｇ体育館では（１ｋｍ7分で走ると決めて）
　7,300ｍ÷7分/1,000ｍ＝50分

ラ　ン ①50分を2回に分けて25分 7,300ｍ②25分
ウォーク 　10分 1,500ｍ
合　計 8,800ｍ

生坂っ子自慢の生坂っ子自慢の
「グリーンパークブリッジ「グリーンパークブリッジ

ラン＆ウォーク」ラン＆ウォーク」
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健
康
福
祉
課
で
は
、
生
活
習

慣
を
改
善
し
、
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
、腎
臓
病
な
ど
、命
に
か
か

わ
る
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
を

目
的
に
、毎
年
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教

室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
高
血
圧
予
防
講
座
〉

集
団
健
診
な
ど
の
結
果
か
ら
、

村
で
は
高
血
圧
の
方
が
多
い
た

め
、
令
和
元
年
度
か
ら
病
態
講

座
と
し
て
高
血
圧
予
防
講
座
を

行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
三
年
度
の
講
座
は
、一
月

二
八
日
に
管
理
栄
養
士
の
講
話

を
行
い
、高
血
圧
予
防
の
食
事
に

つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。塩
分
を
取
り
過
ぎ
る
と
血
圧

が
高
く
な
る
仕
組
み
に
つ
い
て

確
認
し
、実
際
に
減
塩
す
る
た
め

の
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、日
頃
か

ら
味
付
け
を
薄
く
な
る
よ
う
に

し
て
い
る
方
や
う
ど
ん
や
ラ
ー

メ
ン
の
汁
を
全
部
飲
ま
な
い
よ

う
に
気
を
付
け
て
い
る
方
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。教
室
に
参
加

し
て
、「
和
風
顆
粒
調
味
料
に
も

い
ま
し
た
。体
を
気
持
ち
よ
く
ほ

ぐ
す「
か
ん
た
ん
ス
ト
レ
ッ
チ
コ

ー
ス
」、
体
脂
肪
を
燃
や
し
て
太

り
に
く
い
体
を
作
る「
楽
し
く
体

を
動
か
す
コ
ー
ス
」と
目
的
別
に

二
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
し

た
。健
康
運
動
指
導
士
の
百
瀬
み

ど
り
先
生
の
笑
い
を
交
え
な
が

ら
の
指
導
で
、参
加
者
の
皆
さ
ん

は
楽
し
く
運
動
を
し
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ッ
チ
の
コ
ー
ス
で
は
、

椅
子
に
座
っ
て
ス
ト
レ
ッ
チ
や

筋
ト
レ
を
行
い
ま
し
た
。テ
ニ
ス

ボ
ー
ル
で
足
の
裏
を
ほ
ぐ
す
と

血
流
が
良
く
な
り
、前
屈
が
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。足
は
土
台
な

の
で
し
っ
か
り
と
地
面
に
つ
く

の
が
大
切
で
、ほ
ぐ
す
こ
と
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

タ
オ
ル
や
ウ
ェ
ー
ブ
リ
ン
グ
を

使
っ
て
、
頭
か
ら
つ
ま
先
ま
で
、

皆
さ
ん
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
全

身
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

楽
し
く
体
を
動
か
す
コ
ー
ス

で
は
、有
酸
素
運
動
や
筋
ト
レ
を

行
い
ま
し
た
。ス
テ
ッ
プ
台
を
使

っ
た
運
動
で
足
を
上
げ
る
筋
肉

を
刺
激
し
ま
し
た
。日
常
生
活
で

階
段
な
ど
の
昇
り
降
り
が
楽
に

行
え
る
た
め
、鍛
え
る
事
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。有
酸
素
運
動

塩
分
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た

の
で
、み
そ
汁
の
だ
し
は
煮
干
し

や
か
つ
お
節
で
と
り
た
い
」、「
何

に
で
も
し
ょ
う
ゆ
を
か
け
る
事

を
少
な
く
し
た
い
」と
、積
極
的

き
ま
し
ょ
う
。

〈
運
動
講
座
〉

一
一
月
一
六
日
か
ら
三
月
二
九

日
ま
で
全
五
回
、運
動
講
座
を
行

や
筋
ト
レ
を
行
っ
た
後
の
仕
上

げ
と
し
て
、フ
リ
ス
ビ
ー
や
卓
球

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
運
動

は
と
っ
さ
の
時
に
一
歩
が
出
る
た

め
に
大
事
な
運
動
で
、転
倒
予
防

に
繋
が
り
ま
す
。瞬
発
力
は
三
〇

才
を
境
に
し
て
落
ち
て
い
く
の

で
、運
動
の
中
に
取
り
入
れ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
、し
っ
か
り
体
を
動
か
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

運
動
と
食
事
の
改
善
は
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
行
い
、毎
年
健

診
を
受
け
て
体
の
状
態
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

正常血圧
54%正常高値

血圧21%

高血圧25%

正常血圧130/85未満
正常高値血圧130/85以上
高血圧140/90以上

健診受診者の
４人に１人が
高血圧です

正常血圧 60%高値血圧
25%

高血圧Ⅰ度
13%

高血圧Ⅱ度以上2%

正常血圧 130かつ80未満
高値血圧 130～139又は80～89
高血圧Ⅰ度 140～159又は90～99
高血圧Ⅱ度以上 160又は100以上

健診受診者の
６．５人に１人が
高血圧です

集団健診受診者 高血圧の割合
令和元年度令和３年度

な
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

集
団
健
診
受

診
者
の
高
血
圧

の
割
合
を
令
和

元
年
度
と
三
年

度
で
比
較
す
る

と
、
正
常
血
圧

の
方
が
増
加

し
、
高
血
圧
の

方
が
減
少
し
て

い
ま
す
。

食
生
活
改
善

や
内
服
薬
な
ど

に
よ
り
、
血
圧

を
良
好
に
維
持

す
る
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
様

子
が
伺
え
ま

す
。（
グ
ラ
フ
参

照
）今

後
も
調
味

料
の
使
い
方
な

ど
に
気
を
付

け
、
無
理
な
く

減
塩
を
し
て
い
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村
で
は
、
鳥
獣
侵
入
防
止
柵

の
整
備
や
個
体
数
調
整
、
追
い

払
い
な
ど
の
鳥
獣
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、未
だ
に
ニ
ホ
ン

ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作

物
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
ニ
ホ
ン
ザ

ル
の
目
撃
情
報
も
増
え
て
お

り
、今
後
、被
害
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
の
皆
様
に
は
、
農
繁

期
が
始
ま
る
前
に
、
鳥
獣
柵
の

点
検
や
、
誘
因
物
を
除
去
し
て

い
た
だ
き
、
鳥
獣
被
害
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◦
侵
入
防
止
柵
等
の
定
期
的
な

点
検

　

村
内
に
は
各
地
区
に
広
域
的

な
鳥
獣
防
止
柵
を
約
二
〇
キ
ロ

設
置
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
設

置
し
て
か
ら
一
〇
年
以
上
経
過

し
て
い
る
柵
も
あ
り
、
経
年
劣

化
や
倒
木
に
よ
り
柵
が
破
損
し

て
い
る
事
例
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

各
地
区
の
柵
を
管
理
す
る
皆

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
農
業
者
の
皆
さ
ん

に
適
正
に
電
気
柵
を
管
理
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
令
和
三
年
度

よ
り
電
圧
計
の
貸
し
出
し
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
貸
し
出
し

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
振

興
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
猟
友
会
と
狩
猟
免
許

　

村
で
は
、
猟
友
会
へ
入
会
し

有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
に
従
事
し

て
い
た
だ
け
る
方
の
狩
猟
免
許

取
得
や
更
新
に
か
か
る
一
部
経

費
に
対
し
て
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

猟
友
会
の
活
動
と
し
て
は
、

有
害
鳥
獣
の
駆
除
を
は
じ
め
、

講
習
会
や
研
修
会
、
鳥
獣
の
供

養
、
射
撃
大
会
へ
の
出
場
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
な
る
こ
と
で
、
狩
猟

登
録
に
か
か
る
費
用
や
保
険
料

の
個
人
負
担
が
無
く
な
り
、
く

く
り
罠
等
の
猟
具
に
つ
い
て
も

一
部
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
有
害
鳥
獣
駆
除
に
従

事
し
て
鳥
獣
を
捕
獲
さ
れ
た
場

合
は
、
村
よ
り
報
奨
金
を
お
支

払
い
い
た
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
や
、
入
会
を

様
は
、
定
期
的
に
見
回
り
を
実

施
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

破
損
箇
所
の
修
繕
等
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
村
の
補
助
金
等

　

個
人
や
地
域
で
設
置
す
る
鳥

獣
防
除
機
具
に
対
し
て
令
和
二

年
度
よ
り
補
助
内
容
を
拡
充
し

て
い
ま
す
。
個
人
で
の
設
置
や

区
・
常
会
等
で
設
置
す
る
際
に

希
望
す
る
方
は
役
場
振
興
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
令
和
四
年
度
の
松
本

地
区
狩
猟
免
許
試
験
の
日
程
は

決
ま
り
次
第
周
知
い
た
し
ま

す
。

◦
有
害
捕
獲
と
狩
猟
の
違
い

【
生
坂
村
の
場
合
】

◦
サ
ル
対
策

　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
大
町
市
周
辺

に
多
く
生
息
し
て
お
り
、
そ
の

農
業
被
害
額
は
多
額
で
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
大
町
市
や
池
田
町
に

お
い
て
は
、
大
規
模
な
サ
ル
対

策
を
実
施
し
て
お
り
、
群
れ
が

徐
々
に
南
下
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、サ
ル
は
非
常
に
賢
く
、

一
度
味
を
覚
え
て
し
ま
う
と
、

電
気
柵
の
中
で
も
入
っ
て
し
ま

う
の
で
、
寄
せ
付
け
な
い
こ
と

が
、
一
番
の
対
策
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

村
で
は
、令
和
四
年
度
よ
り
、

近
隣
市
町
村
と
連
携
し
て
Ｇ
Ｐ

Ｓ
首
輪
を
活
用
し
た
、
効
率
的

な
追
い
払
い
等
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
各
地
域
の
皆
様

鳥
獣
対
策

鳥
獣
対
策

～
ス
ト
ッ
プ
鳥
獣
害
～

～
ス
ト
ッ
プ
鳥
獣
害
～鳥獣対策防除機具等設置事業補助金

補助対象者 個人の場合
複数人、地域など、団体

（複数人）の場合

補助対象経費
防除機具等の購入に
要する経費
一圃場あたり１件

防除機具等柵の設置に
要する経費

補助率
補助率　１／２
上限１０万円

補助率　３／４
上限３０万円

資格 必要な手続き 場所・時期

有害
捕獲

原則として狩猟
免許を有する者

県、村より有害捕獲の許可を
受けた者

〈場所〉生坂村全域
〈時期〉１年を通じて

狩猟
狩猟免許を有す
る者

長野県で狩猟者登録をした者
（村長より任命された鳥獣被
害対策実施隊の隊員は狩猟税
免税）

〈場所〉捕獲禁止場所以外
〈時期〉狩猟期11/15 ～ 2/15
（シカ、イノノシ捕獲のための
「わな猟」は、3/15まで延長）
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に
は
、
食
物
残
渣
や
放
置
さ
れ

た
柿
な
ど
の
誘
因
物
除
去
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合

　

村
で
は
、
鳥
獣
の
出
没
状
況

や
被
害
状
況
を
集
計
し
て
い
ま

す
。

　

事
業
を
効
果
的
に
実
施
す
る

た
め
に
も
、
農
作
物
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
や
サ
ル
や
ク
マ
を
目

撃
し
た
際
は
、役
場
振
興
課（
☎

六
九
―
三
一
一
二
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

注
：
本
記
事
は
作
成
時
点
の

情
報
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

◆
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

十
の
ポ
イ
ン
ト 　

～
四
つ

の
習
慣･

六
つ
の
対
策
～

◦
四
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な

い
、
さ
せ
な
い
。

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

③
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

④
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清

掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は

抜
く
。

◦
六
つ
の
対
策

①
火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め

に
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等

は
安
全
装
置
の
付
い
た
機
器

を
使
用
す
る
。

②
火
災
の
早
期
発
見
の
た
め

に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

定
期
的
に
点
検
し
、
十
年
を

目
安
に
交
換
す
る
。

③
火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め

に
、部
屋
を
整
理
整
頓
し
、寝

具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
は
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

④
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置

し
、
使
い
方
を
確
認
し
て
お

建
物
火
災
で
多
い
の
が
住
宅

や
共
同
住
宅
か
ら
の
住
宅
火
災

で
す
。

住
宅
火
災
で
は
死
者
、
負
傷

者
が
発
生
し
や
す
く
、
大
切
な

財
産
も
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
の

で
防
が
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　

ど
ん
な
に
大
き
な
火
災
で

も
、
必
ず
小
さ
な
炎
や
不
注
意

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
ん
な
建
物
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
十
の
ポ
イ
ン
ト
と
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
作
動
確
認
方
法

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

の
で
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

く
。

⑤
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難

方
法
を
常
に
確
保
し
、
備
え

て
お
く
。

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、

戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、
地

域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
行

う
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
作
動

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
！

皆
さ
ん
の
ご
自
宅
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
電
池
の
寿

命
は
大
丈
夫
で
す
か
。
警
報
器

に
ホ
コ
リ
等
が
付
い
て
い
ま
せ

ん
か
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
十
年

を
目
安
に
電
池
交
換
や
器
具
の

交
換
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
警
報
器
に
ホ
コ
リ
等
が

付
く
と
火
災
を
感
知
し
づ
ら
く

な
り
、
誤
動
作
の
原
因
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
皆
さ

ん
の
生
命
・
財
産
を
守
っ
て
く

れ
る
機
器
で
す
の
で
、
定
期
的

に
点
検
・
清
掃
を
し
て
正
常
に

作
動
す
る
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

◦
点
検
方
法

『
本
体
の
ボ
タ
ン
を
押
す
』、

ま
た
は
、『
ヒ
モ
を
引
い
て
確

認
』
す
る
。

※
警
報
音
が
な
ら
な
い
場
合

は
、
電
池
切
れ
か
故
障
が
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、
電
池
又

は
本
体
の
交
換
が
必
要
で

す
。

　

松
本
広
域
消
防
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
説
明
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
明
科
消

防
署（
六
二
―
二
九
九
二
）へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈住宅防火について〉
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～
母
と
子
の
歯
育
て
～

　
む
し
歯
予
防
と
歯
並
び

　
　
　
　
育
て
は
〇
歳
か
ら

歯
並
び
の
土
台
は
授
乳
の
と

き
に
つ
く
ら
れ
ま
す
。

歯
が
生
え
て
く
る
頃
に
赤
ち

ゃ
ん
の
あ
ご
の
発
育
が
遅
い
と
、

歯
の
生
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く

な
る
た
め
、ね
じ
れ
た
り
、重
な

っ
て
は
え
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、ま
ず
大
切
な
の
が

授
乳
の
仕
方
で
す
。歯
が
生
え
る

前
に
、赤
ち
ゃ
ん
が
お
っ
ぱ
い
を

吸
う
行
為
が
唇
や
舌
を
使
う
筋

顎
を
育
て
る
授
乳
の
コ
ツ

◦
乳
首
を
し
っ
か
り
お
口
に
含

ま
せ
、
お
口
全
体
を
使
え
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
赤
ち
ゃ
ん
の
目
を
見
な
が
ら

授
乳
し
ま
し
ょ
う
。

肉
を
発
達
さ

せ
、
そ
の
刺

激
で
顎
骨
も

発
達
す
る
か

ら
で
す
。

卒
乳
の
時
期

離
乳
食
が
始
ま
っ
て
糖
質
を

と
る
よ
う
に
な
る
と
、
授
乳
に

よ
る
虫
歯
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。
一
歳
か
ら
一
歳
半
く
ら
い

で
卒
乳
す
る
の
が
望
ま
し
い
で

し
ょ
う
。

乳
歯
は
虫
歯
に
な
り
や
す
い

乳
歯
は
永
久
歯
に
比
べ
て
エ

ナ
メ
ル
質
が
柔
ら
か
く
薄
い
た

め
、
虫
歯
に
な
り
易
い
の
が
特

徴
で
す
。
痛
み
も
感
じ
に
く
い

た
め
、
気
付
い
た
時
に
は
か
な

り
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
。
乳

歯
の
虫
歯
を
放
置
し
て
い
る

と
、
永
久
歯
に
も
影
響
が
あ
り

ま
す
。

歯
が
生
え
た
ら
保
護
者
み
が

き
を
始
め
、
歯
科
デ
ビ
ュ
ー
し

ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
家
族
の

定
期
検
診
な
ど
に
一
緒
に
連
れ

て
行
き
早
い
時
期
か
ら
歯
医
者

に
慣
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

歯
の
生
え
る
時
期
や
順
番
に

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
心
配

な
場
合
は
歯
医
者
さ
ん
に
診
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◦
哺
乳
瓶
の
場
合
は
、
乳
首
が

劣
化
す
る
と
楽
に
飲
め
て
し

ま
う
た
め
、
乳
首
は
ま
め
に

取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

乳
歯
は
三
歳
頃
ま
で
に
生
え

揃
う生

後
七
～
八
ヶ
月
頃
に
な
る

と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
初
め
て
の
歯

が
生
え
ま
す
。一
歳
頃
に
は
上
四

本
、
下
四
本
の
前
歯
が
は
え
二

歳
半
～
三
歳
く
ら
い
ま
で
に
二

十
本
の
乳
歯
が
そ
ろ
い
ま
す
。

四
月
に
入
っ
て
か
ら
も
、

山
々
が
雪
化
粧
を
し
直
し
た

り
、
庭
に
薄
氷
が
張
っ
て
い
た

り
と
、
春
の
足
踏
み
に
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
季
節
、各
ご
家
庭
で
は
、

ご
入
学
、
ご
進
級
、
ご
就
職
な

ど
、
う
れ
し
い
出
来
事
が
お
あ

り
だ
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

や
ま
な
み
荘
で
は
桜
の
時
期

に
ふ
さ
わ
し
い「
お
花
見
弁
当
」

を
ご
用
意
し
、
皆
さ
ま
に
好
評

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
彩
り

鮮
や
か
な
ご
飯
や
お
か
ず
と
春

ら
し
い
弁
当
箱
は
お
口
に
も
目

に
も
ご
満
足
い
た
だ
け
た
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
新
メ

ニ
ュ
ー
と
し
ま
し
て
、「
お
か
ら

メ
ン
チ
ハ
ン
バ
ー
グ
丼
山
菜
あ

ん
か
け
」を
提
供
し
て
い
ま
す
。

お
か
ら
で
ヘ
ル
シ
ー
に
、
山
菜

で
春
ら
し
く
お
召
し
上
が
り
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
新

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
考
え
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ

き
ま
し
て
は
、
生
坂
村
は
追
加

接
種
を
受
け
た
方
が
多
く
、
安

心
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
国
や

県
内
の
感
染
者
数
は
減
る
気
配

が
あ
り
ま
せ
ん
。人
の
行
き
来
が

多
い
や
ま
な
み
荘
で
は
、消
毒
、

換
気
を
怠
る
こ
と
な
く
、
従
来

と
変
わ
ら
ず
、
安
心
な
お
店
で

あ
り
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

ゆ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

お花見弁当
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～令和４年度～ 

 
■国民健康保険税の資産割を廃止します 

平成３０年度の制度改革により、県が国民健康保険の財政運営の主体となり、村は県
が決定した納付金を納め、県から医療費の支払いに必要な交付金を受け取る仕組みに
なりました。国ではこの制度改革の目的のひとつとして、将来的に都道府県で統一した
税率とすることとしています。 

これを踏まえて長野県では、統一した税率について『長野県における国民健康保険運
営の中期的改革方針』を策定し、令和９年度までに資産割を廃止することとしました。
生坂村では、令和４年度から国保税の資産割を廃止します。 

 
生坂村の税率                   

区  分 医療給付費分 

（全加入者対象）

後期高齢者支援金等分

（全加入者対象） 

介護納付金分 

（40 歳以上 65 歳未満対象）

所 得 割 前年の所得に対して 6.80％ 2.20% 1.8% 

資 産 割 固定資産税額に対して 廃止 廃止 廃止 

均 等 割 加 入 者 １ 人 あ た り 23,000 円 7,400 円 8,000 円 

平 等 割 一 世 帯 あ た り 20,800 円 6,500 円 5,300 円 

※資産割以外の税率は昨年度と変更ありません 
 
          
■未就学児の国民健康保険税の減免額が増額されます 

令和４年度分の国民健康保険税から、未就学児（６歳に達する日以降の最初の３月 31
日までの間にある被保険者）の均等割を５割軽減します。 

また、低所得者軽減の該当世帯で既に均等割を軽減（７・５・２割軽減）されている
世帯は、均等割軽減を行ったうえで、軽減が適用された後の均等割額に対し、５割軽減
措置を実施します。 

 
                      《お問い合わせ》 
                        役場健康福祉課（健康管理センター） 
                        ☎0263-69-3500 
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こ
の
４
月
か
ら
、
新
た
に
５
名
が
い
く
さ
か
大
好
き
隊
員
と

し
て
着
任
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四
月
か
ら
子
育
て
支
援
業
務

で
採
用
さ
れ
ま
し
た
小
林
苑
生

と
申
し
ま
す
。
愛
知
県
か
ら
参

り
ま
し
た
が
、
以
前
は
地
元
の

秋
田
で
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育

園
の
担
任
業
務
を
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か

し
、
生
坂
村
で
の
業
務
に
励
ん

で
い
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
子
育
て
支
援
事
業
を
行

い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
志
願
し
ま
し

た
。
未
就
学
児
か
ら
参
加
で
き

る
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
企
画・運

営
や
生
坂
村
の
自
然
を
活
か
し

た
農
業
体
験
活
動
の
実
施
、
ま

た
食
育
に
も
つ
な
が
る
親
子
料

理
教
室
な
ど
様
々
な
活
動
を
展

開
す
る
事
業
を
考
え
て
い
ま

す
。
子
育
て
支
援
が
充
実
し
て

い
る
生
坂
村
で
す
が
、そ
こ
に
今

ま
で
と
は
違
っ
た
子
育
て
が
楽

し
く
な
る
企
画
を
提
案
し
て
い

け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

自
然
が
好
き
な
の
で
、
趣
味

の
写
真
撮
影
や
キ
ャ
ン
プ
、ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
楽
し

ん
だ
り
、
飲
食
店
を
巡
っ
た
り

と
、様
々
な
所
へ
出
掛
け
て
い
き

地
域
の
魅
力
を
堪
能
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
環

境
で
の
生
活
に
今
か
ら
ワ
ク
ワ

ク
し
て
い
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
地
域
に
馴
染

め
る
よ
う
交
流
を
深
め
て
い
き

ま
す
の
で
気
軽
に
声
を
掛
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。皆

さ
ん
に
来
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

四
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
、杉
浦

陸
斗
と
申
し
ま
す
。
集
落
支
援

員
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
愛
知
県
出
身
で
す
が
、

今
ま
で
高
校
は
三
重
県
、
農
業

研
修
で
は
北
海
道
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
で
秋
田
県
、
半
導
体

製
造
で
石
川
県
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
地
域
で
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
生
坂
村
で
は
協
力
隊
と
し

て
活
動
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
は

保
育
関
係
と
農
業
関
係
を
合
わ

せ
た
事
業
な
ど
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、ま

ず
は
地
域
の
方
々
と
交
流
を
深

め
、仲
良
く
な
っ
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
活
動
以
外
で
も
、
狩
猟

免
許
を
取
得
し
て
猟
友
会
に
入

っ
た
り
、
消
防
団
に
参
加
し
た

り
、色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し

た
り
と
様
々
な
方
面
か
ら
村
の

方
々
と
関
わ
っ
て
い
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
。

　

趣
味
は
旅
行
、温
泉
め
ぐ
り
、

ア
ウ
ト
ド
ア
、一
眼
レ
フ
、山
登

り
な
ど
、
他
に
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
長
野
に
来
た
か
ら

こ
そ
、よ
り
一
層
楽
し
め
る
も
の

や
、
こ
れ
か
ら
新
し
く
楽
し
ん

46
（通巻104号）

子
育
て

支

援

小小ここ  

林林ば
や
し

ば
や
し    

苑苑そ
の
そ
の  

生生みみ

集

落

支

援

杉杉す
ぎ
す
ぎ  

浦浦う
ら
う
ら    

陸陸り
く
り
く  

斗斗とと

小林　苑生

杉浦　陸斗

令和４年度 各地区を担当する大好き隊員
担当地区 隊員氏名 担当地区 隊員氏名

小立野・下生野
　集落支援員　

小野　　正 下　生　坂
　集落支援員

吉澤　　彰

日　　　岐
　地域おこし協力隊員

杉浦　陸斗 昭津・大日向
　集落支援員 

本田　健一

上　生　坂
　集落支援員　

佐久間拓郎 古坂・宇留賀
　集落支援員

寺岡　謙次

草　　　尾
　集落支援員　　

山本　　剛

　令和４年度より、隊員を区ごとに配置して、きめ細かな対応ができるよう
進めていきます。
　地区からの依頼や要望事項などがありましたら、隊員もしくは村づくり推
進室にご連絡ください。
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で
い
け
る
趣
味
を
見
つ
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、「
こ

ん
な
も
の
あ
る
よ
。」と
か「
こ
れ

楽
し
い
よ
。」
な
ど
の
情
報
が
あ

り
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
何
事

に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。
四
月
か
ら
集

落
支
援
員
に
な
り
ま
す
山
本
剛

と
申
し
ま
す
。
こ
こ
生
坂
村
で

生
ま
れ
、
生
坂
小
学
校
と
生
坂

中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
生
坂

村
民
で
す
。

　

こ
の
三
月
ま
で
は
大
学
生
と

し
て
上
田
で
暮
ら
し
て
い
た
の

で
す
が
、
私
の
実
家
が
あ
る
雲

根
地
区
で
環
境
モ
デ
ル
事
業
が

始
ま
る
こ
と
を
知
り
参
加
し
て

み
た
い
と
思
い
、い
く
さ
か
大
好

き
隊
に
入
隊
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
久
し
ぶ
り
に
生
坂
村
に

い
ま
す
。

　

自
分
の
成
長
を
支
え
て
く
れ

た
生
坂
村
に
恩
返
し
が
で
き
る

よ
う
に
、こ
れ
か
ら
精
一
杯
頑
張

っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

四
月
一
日
は
エ
イ
プ
リ
ル
フ

ー
ル
で
し
た
。嘘
を
つ
い
て
よ
い

と
い
わ
れ
る
こ
の
日
が
辞
令
交

付
日
。
内
心
ド
キ
ド
キ
で
し
た

が
そ
の
懸
念
は
杞
憂
に
終
わ
り

ま
し
た
。

　

実
は
昨
年
、地
域
活
性
化
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
生
坂
村
に
ご

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。引
き
続
き
今
年
も
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
け
る
と
い
い
な
ぁ
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
道
の
駅「
い
く

さ
か
の
郷
」駅
長
業
務
の「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
」の
募
集
が
生

坂
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
、こ
の
募
集
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

何
か
運
命
を
感
じ
ま
し
た
。と
は

い
え
様
々
な
事
情
で
単
身
赴
任

帰
っ
て
み
る
と
、や
は
り
こ
こ
の

風
景
や
空
気
は
安
心
感
が
あ
り

魅
力
的
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
良

い
構
図
の
風
景
が
多
か
っ
た
た

め
中
学
生
の
時
の
写
生
会
で
ど

の
風
景
を
描
こ
う
か
長
い
時
間

悩
ん
で
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

大
好
き
隊
の
主
な
仕
事
は
草

刈
り
や
伐
採
な
ど
と
伺
っ
て
い

ま
す
。実
を
言
う
と
、私
は
草
刈

り
な
ど
の
作
業
を
あ
ま
り
経
験

し
て
い
ま
せ
ん
。い
つ
か
の「
広

報
い
く
さ
か
」
で
草
刈
り
は
田

舎
暮
ら
し
の
基
本
と
書
か
れ
て

い
た
の
で
少
し
ひ
よ
っ
て
い
ま

す（
笑
）。お
そ
ら
く
周
り
の
人
の

足
を
引
っ
張
る
こ
と
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
仕
事
を
早
く

覚
え
戦
力
に
な
れ
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。

　

現
在
、
生
坂
村
の
人
口
は
減

少
し
、高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
集
落
を
維
持
す
る
の
が
困

難
な
地
区
が
存
在
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
地
区
で

力
仕
事
や
、
頭
を
使
っ
て
考
え

る
作
業
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

が
前
提
と
な
る
為
、最
終
的
に
家

族
・
親
族
の
協
力
、理
解
を
得
た

こ
と
で
応
募
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、こ
の
た
び

道
の
駅「
い
く
さ
か
の
郷
」駅
長

を
拝
命
し
ま
し
た
甲
本
太
郎
と

申
し
ま
す
。
名
字
は
覚
え
に
く

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、名
前
は

覚
え
や
す
い
で
す
。村
民
の
皆
様

に
は
、呼
び
や
す
い
方
で
お
呼
び

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

そ
ん
な
私
は
、
東
京
都
府
中

市
か
ら
単
身
赴
任
で
生
坂
村
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。人
に
よ
っ
て

は
た
い
へ
ん
変
わ
り
者
に
見
ら

れ
ま
す
。
見
方
次
第
で
良
く
も

悪
く
も
見
え
ま
す
。

　

私
は
昭
和
四
一
年
東
京
生
ま

れ
で
、
愛
知
、
東
京
、
山
梨
、
東

京
を
経
て
長
野
県
民
と
な
り
ま

し
た
。
家
族
は
妻
と
息
子(

一
八

才)

が
東
京
に
お
り
、両
親
は
健

在
で
弟
が
一
人
い
ま
す
。

　

前
職
で
は
、
小
売
業
と
セ
ー

ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
長
年

携
わ
っ
て
き
た
の
で
、「
現
場
と

集
客
の
両
方
の
視
点
」
か
ら
地

域
活
性
化
を
進
め
る
一
因
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
生
坂
村
を
中
心
と
し
た

長
野
県
に
は
美
味
し
い
も
の
が

色
々
あ
り
ま
す
。
本
当
に
美
味

し
い
も
の
は
、き
っ
か
け
一
つ
で

多
く
の
人
が
興
味
を
示
し
て
く

れ
ま
す
。灰
焼
き
お
や
き
、や
ま

な
み
荘
の
餃
子
、か
あ
さ
ん
家
の

豆
腐
、生
坂
村
の
ぶ
ど
う
、新
鮮

な
野
菜
、藤
澤
醸
造
さ
ん
の
に
ん

に
く
の
味
噌
漬
け
は
多
く
の
人

に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

商
品
に
関
し
て
は
ま
だ
ま
だ

知
ら
な
い
事
が
圧
倒
的
に
多
い

で
す
が
、
県
内
の
美
味
し
い
商

品
を
中
心
に
道
の
駅「
い
く
さ

か
の
郷
」
に
来
店
さ
れ
る
お
客

様
に
小
さ
な
食
の
変
化
を
提
供

し
続
け
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
販
売
面
で
は
、「
食
」の

視
点
か
ら「
モ
ノ・コ
ト
の
特
徴
、

良
さ
を
細
分
化
し
価
値
を
生
み

出
す
現
場
力
」と
そ
の「
価
値
を

伝
え
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
力
」で
貢

献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。と
は
い

え
私
一
人
で
は
何
も
で
き
ま
せ

ん
の
で
、一
緒
に
働
く
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
知
恵
を
出

し
合
い
、村
民
の
皆
様
の
ご
協
力

も
得
な
が
ら
、ご
利
用
い
た
だ
く

お
客
様
に
と
っ
て
長
野
県
内
の

道
の
駅
の
中
で
も
他
に
な
い「
コ

ト
」や「
モ
ノ
」
が
あ
る
道
の
駅

を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

集

落

支

援

山山や
ま
や
ま  

本本も
と
も
と    

　　  

剛剛ご
う
ご
う

道
の
駅

駅

長

甲甲こ
う
こ
う  

本本も
と
も
と    

太太たた  

郎郎ろ
う
ろ
う

山本　剛

甲本　太郎
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村
民
の
皆
様
に
は
改
め
て
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、そ
の
時
は
ぜ
ひ
ご

協
力
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

と
、
最
後
は
真
面
目
な
事
を

書
き
ま
し
た
が
、
美
味
し
い
も

の
を
発
見
し
た
い
食
い
し
ん
坊

で
す
。こ
れ
ま
で
以
上
に
道
の
駅

「
い
く
さ
か
の
郷
」
が
多
く
の

方
々
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
！

は
じ
め
ま
し
て
。
四
月
か
ら

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、

農
業
公
社
で
お
世
話
に
な
り
ま

す
、村
松
千
歳
と
申
し
ま
す
。

　

東
京
都
出
身
で
、
前
職
は
東

京
都
農
林
水
産
振
興
財
団（
旧

農
業
試
験
場
）で
四
年
間
、ほ
場

管
理
を
し
て
い
ま
し
た
。
土
壌

肥
料
・
病
虫
害
・
農
薬
の
研
究
チ

ー
ム
に
所
属
し
、
研
究
で
使
う

野
菜
を
作
る
仕
事
で
す
。

　

い
つ
か
就
農
す
る
の
が
目
標

　

高
齢
者
支
援
業
務
と
結
婚

相
談
員
を
し
て
い
る
坂
元
里

奈
子
で
す
。

　

去
年
八
月
か
ら
就
任
し
て

九
か
月
に
な
り
ま
す
。ま
だ
一

年
は
経
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、お

陰
様
で
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き

ま
し
た
。

　

支
援
業
務
の
お
仕
事
は
、

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
皆

様
暖
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き

嬉
し
い
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
話
を
す
る

中
で
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と

ば
か
り
で
す
。特
に
、村
の
お

で
、そ
の
た
め
に
様
々
な
市
町
村

の
見
学
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

生
坂
村
ほ
ど
面
倒
見
良
く
、
支

援
体
制
が
整
っ
た
場
所
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。こ
こ
で
色
々
な

野
菜
の
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

将
来
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
努
め

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
図
書
館
に
勤

め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、何
か
と

本
で
調
べ
る
ク
セ
が
あ
り
ま

す
。お
い
し
い
も
の
と
お
酒
、温

泉
が
大
好
き
な
の
で
、コ
ロ
ナ
が

終
わ
っ
た
ら
行
っ
て
み
た
い
場

所
が
県
内
に
た
く
さ
ん
あ
り
、

今
か
ら
わ
く
わ
く
し
て
い
ま

す
。ま
た
、花
や
木
を
育
て
る
の

も
趣
味
な
の
で
、
広
い
お
庭
が

あ
る
家
に
住
ん
で
い
ろ
い
ろ
植

え
て
み
る
の
が
夢
で
す
。

　

不
慣
れ
な
こ
と
も
多
く
、
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
と
思
い
ま
す
が
、
あ
た
た
か

く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
す
。
草
尾
上
野
巨
峰
団
地

内
の
体
験
農
園
で
作
業
し
て
い

ま
す
の
で
、
見
か
け
た
際
は
ぜ

ひ
お
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

話
を
昔
の
話
か
ら
今
の
お
話

ま
で
色
々
と
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
個
々
の
お
悩
み

か
ら
健
康
法
ま
で
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
一
緒
に
考
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
い

て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
け
る
と
い
い
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
生
坂
村
ハ
ピ
ネ
ス
な
び
」

の
結
婚
相
談
員
の
お
仕
事

は
、出
逢
い
の
お
手
伝
い
が
で

き
る
事
は
素
敵
だ
な
と
感
じ

な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま

ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
」と
い
う

形
に
な
り
ま
し
た
。
携
帯
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
素
敵
な
出

逢
い
が
あ
り
ま
す
。

　

長
野
県
庁
が
主
催
で
行
っ

て
い
ま
す
の
で
安
心
し
て
入

っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

登
録
料
は
、
村
内
の
方
は

全
額
村
が
助
成
し
て
く
れ
ま

す
。現
在
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ

か
ら
は
た
く
さ
ん
の
出
逢
い

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
始
め

ま
し
た（@

Ikusakam
ura.

happiness

で
す
）。
生
坂
村

の
自
然
や
景
色
や
様
々
な
情

報
や
魅
力
を
発
信
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

人
と
の
繋
が
り
や
出
逢
い

は
大
切
だ
と
私
自
身
も
感
じ

て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
業
務
も
村
の
中

が
明
る
く
楽
し
い
と
感
じ
る

よ
う
な
雰
囲
気
で
活
動
で
き

た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
坂
元　

里
奈
子
）

農

業

支

援

村村む
ら
む
ら  

松松ま
つ
ま
つ    

千千ちち  

歳歳と
せ
と
せ

村松　千歳

訪問先のお宅で

大
好
き
隊
活
動
報
告

大
好
き
隊
活
動
報
告

す
。し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
村

内
で
も
知
ら

れ
て
い
な
い

の
で
ま
ず
は

知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら

新
し
く「
な

が
の
結
婚
マ
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作業内容 単　位 標準金額 説　　　明

耕

耘

作

業

水　田

耕 起

10a

6,520 円
ほ場１枚につき 10ａ未満 10％割増し
ほ場１枚につき 5ａ未満 15％割増し
（一貫作業 17,630 円）

荒 代 4,590 円

植 代 6,520 円

畑 耕 耘 6,520 円 10a 未満 10%増・5a未満 15%増

田 植 機 作 業 10a 8,150 円
10 ａ未満 10％増・5ａ未満 15％増
委託者側で手番１名つける
手番無しは 1,500 円加算

収

穫

作

業

コンバイン

カッター付

作 業

稲

10a

20,170 円
10a 未満 10%増・5a未満 15%増
倒伏 10％〜 30％増
ワラ結束 2,500 円増

麦 10,000 円 10a 未満 10%増・5a未満 15%増
倒伏 10％〜 30％増

大 豆 6,000 円 10a 未満 10%増・5a未満 15%増

そ ば 6,000 円 10a 未満 10%増・5a未満 15%増
倒伏 10％〜 30％増

乾

燥

籾 乾 燥 料

麦 乾 燥
60kg

1,380 円 水分 20％以上� 運賃別途

1,140 円 水分 17％以上 20％未満� 〃  　

780 円 水分 17％未満� 〃  　

播 種
作 業 ロータリーシーダー 10a 8,870 円 委託者側で補助 1名つける

種子・堆肥は委託者が用意

大 豆
脱 穀 ス レ ッ シ ャ ー 10a 4,200 円 委託者側で補助１名つける

5a未満は 20％割増

大 豆
選 粒 選　　 粒　　 機 1kg 15 円 作業人数４人程度で行う

畦　 塗　 機　 作　 業 1ｍ 　71円 水田

※圃場の出入り口・傾斜により作業ができないことがありますので、事前に確認をお願いします。

農業公社では、農作業の受託を行っています。
委託を希望される方は農業公社（☎ 69-3431）までご連絡ください。

令 和 4 年 度 農 作 業 料 金 表

公益財団法人生坂村農業公社【令和 4年４月１日より適用】

　農作業料金表は安曇野市、安曇野市農業委員会、JAあづみ各地域営農センター、川手地区営農センター
の料金に統一しています。
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年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

未
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
や
紛
争

に
よ
る
影
響
等
で
原
材
料
や
電

気
、ガ
ス
等
が
高
騰
し
、か
あ
さ

ん
家
も
価
格
の
見
直
し
を
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
、四
月

よ
り
食
堂
メ
ニュ
ー
と
一
部
商
品

の
価
格
を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、今
月
は

『
花
ま
つ
り
』
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
大
勢
の
お
客
様
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
改
め
て
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
自

信
を
持
っ
て
お
す
す
め
で
き
る

商
品
作
り
を
心
掛
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

現
在
か
あ
さ
ん
家
に
は
三
〇
名

程
の
ス
タッフ
が
お
り
、加
工
施
設

で
は
梅
漬
け
や
味
噌
造
り
な
ど

朝
晩
の

冷
え
込
み

も
落
ち
着

き
、
春
の

風
を
心
地

よ
く
感
じ

な
が
ら
新

体
力
を
必
要
と
す
る
多
く
の
作

業
を
少
人
数
で
行ってい
ま
す
。

お
店
も
食
堂
営
業
、ま
ん
じ
ゅ

う
作
り
、お
や
き
作
り
と
毎
日
十

二
名
程
で
す
べて
の
作
業
を
掛
け

持
ち
し
な
が
ら
働
い
て
い
ま
す
。

当
日
の
予
約
状
況
、ご
来
店
さ

れ
る
お
客
様
の
状
況
に
よ
り
、そ

の
日
作
る
商
品
の
数
量
を
朝
判

断
し
ま
す
が
、早
い
時
間
帯
に
完

売
し
て
お
客
様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
も
あ
り
、申
し
訳

な
く
思
って
い
ま
す
。

年
明
け
は
コ
ロ
ナ
禍
や
低
温
の

影
響
も
受
け
ま
し
た
が
、
お
彼

岸
頃
か
ら
は
お
客
様
も
増
え
、

電
話
予
約
も
多
く
、
お
や
き
を

購
入
さ
れ
る
方
の
行
列
が
で
き

る
事
も
あ
り
ま
す
。
大
変
で
は

あ
り
ま
す
が
、
忙
し
く
働
け
る

事
は
喜
び
で
も
あ
り
、そ
れ
が
私

達
の
活
力
に
も
な
っ
て
い
る
の
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
逆
境
に
負
け

ず
、多
く
の
方
に『
生
坂
村
の
味
』

を
お
届
け
で
き
る
様
、
皆
で
頑

張
り
ま
す
。

※ 農業機械を積載車により、運搬する場合は別途燃料代500円をいただきます。
　 なお、運搬後、キャンセルにより機械を使用しない場合であっても燃料代500円は徴収いたします。
※ 要免許は、使用にあたって、運転資格が必要となります。

【使用に関して】機械使用後は、点検を行い、必ず燃料を補充して返却してください。
（補充されてない場合は実費で請求させていただきます。）

レンタル農業機械使用料金表

機械等名称 金　額

1 トラクター 20PS 4,000 円

2 トラクター 30PS 5,000 円

3 運　搬　車 2,000 円

4 大型ハンマーモア 4,000 円

5 小型乗用モア 3,000 円

6 スピードスプレイヤー
（500･600､ 丸山） 7,000 円

7 管　理　機 1,500 円

機械等名称 金　額

8 ワラきりカッター 2,000 円

9 グレーンタンク 5,000 円

10 刈払機（女子限定） １回 500 円

11 トラクター（女子限定） 3,000 円

12 手押し運搬車 1,000 円

13 ミニバックホー 3,000 円

14 草刈り機（スパイダー） 1,500 円

■１日当り（８Ｈ）　※半日使用の場合は、表記の半額となります。

※要免許

今
年
も
笑
顔
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

か
あ
さ
ん
家

　中 

曽 

根  

真 

紀
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簡単★朝食おすすめメニュー

春は環境の変化などにより体調を崩しやすい時期です。元気に過ごすためにも家族一緒に生活
リズムを整えて朝食をとりましょう。
夜の睡眠で長時間エネルギーが供給されなかった脳に栄養を補給するのが朝食です。朝食を
食べることで、体温が上がり、脳が活発に働き始めます。朝食を食べないと脳が働かず、ボーっと
した状態になり、遊びや学習、仕事などに集中できません。また、朝食を抜く習慣は、太りやすい
体質を作る原因にもなります。
朝食をしっかり食べるためには、夜食は避けて決まった時間に就寝し、早めに起きる習慣をつ
けましょう。
今月は手軽に作れる「たまご丼」を紹介します。この料理は包丁や鍋を使わず、電子レンジで加
熱するだけで簡単に栄養バランスのよい１品が作れます。忙しい朝におすすめですので、ぜひご
家庭でお試しください。

【作り方】

① かにかまぼこは割いておく。

② 深めのお皿にAの材料を入れて、混ぜる。

③ ラップをして、電子レンジ600Wで１分加熱する。

④ たまごを溶きほぐし、③に流し入れる。ラップをして、

電子レンジ600Wで２分加熱する。

⑤ ご飯を盛り付け、④のたまごとじをのせる。

たまご丼

１人分  栄養価

エネルギー　340kcal

タンパク質　13.4g

脂　　　質　5.9g

カルシウム　74mg

鉄　　　分　1.5mg

食塩相当量　1.3g

材  料（１人分）

　　　冷凍ほうれん草 ３０ｇ

　　　カットしめじ ３０ｇ

　　　かにかまぼこ ２本

　　　水 大さじ２

　　　めんつゆ 小さじ２

　　　さとう 小さじ1/4

たまご １個

ご飯 １５０ｇ

A
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う
ら
ら
か
な
春
の
日
差
し
が

心
地
よ
い
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　

三
月
、直
売
所
で
は
、キ
ャ
ベ

ツ
、白
菜
、ほ
う
れ
ん
草
、春
菊
、

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、小
松
菜
、カ
ブ
、

長
ネ
ギ
、
人
参
、
ふ
き
の
と
う
、

椎
茸
、キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
等
、地

元
産
の
新
鮮
な
農
産
物
が
生
産

者
の
皆
さ
ん
か
ら
出
荷
さ
れ
、

大
勢
の
お
客
様
に
お
買
い
求
め

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、三
月
一
九
日（
土
）に

は
、
毎
月
恒
例
の
特
産
市
を
開

催
し
、お
じ
さ
ま
倶
楽
部
の「
手

打
ち
生
そ
ば
」、こ
な
も
ん
工
房

の「
石
窯
焼
き
ピ
ザ
」、女・人
竹

っ
こ
く
ら
ぶ
の「
石
焼
き
竹
っ
こ

お
や
き
」、「
お
い
し
ん
棒
」、「
竹

っ
こ
弁
当
」、
生
坂
ハ
チ
ク
の
会

の「
惣
菜
各
種
」、
や
ま
な
み
荘

の「
ハ
チ
ク
入
り
餃
子
」、「
川
魚

唐
揚
」、「
チ
キ
ン
カ
ツ
サ
ン
ド
」、

「
灰
焼
き
お
や
き
」
を
販
売
し

て
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

各
団
体
の
皆
さ
ん
、
生
産
者

の
皆
さ
ん
、道
の
駅
い
く
さ
か
の

郷
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
三
月
で
ご
退
職
さ
れ

た
松
澤
駅
長
の
後
任
と
し
て
、

今
月
一
日
よ
り
甲
本
太
郎
さ
ん

が
新
し
く
駅
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
不
慣
れ
な
点
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、ご
理
解
、ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、甲
本
駅
長
の
紹
介
は
、

今
月
号
の
い
く
さ
か
大
好
き
隊

通
信
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の

で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
だ
よ
り

 　

◎
第
三
四
回
卒
業
証
書
授
与
式

　

三
月
四
日
に
卒
業
式
を
挙
行
し
ま

し
た
。今
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
保
護
者
は
一
家
庭
一

名
の
参
列
、在
校
生
の
参
列
は
な
し
と

い
う
形
と
な
り
ま
し
た
。参
列
で
き
な

か
っ
た
関
係
者
の
た
め
に
、卒
業
式
の

様
子
を
編
集
し
、式
後
に
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
公
開
し
多
く
の
方
々
に
視
聴
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
、九
二
名
の
卒
業
生

が
思
い
思
い
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た

服
装
で
式
に
臨
み
学
び
舎
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。立
派
に
成
長
し
た
卒

業
生
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、思
い

出
に
残
る
素
晴
ら
し
い
式
に
な
り
ま

し
た
。個
人
的
に
は
、式
の
中
で
校
歌

だ
け
は
歌
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、コ

ロ
ナ
対
策
で
歌
う
こ
と
が
で
き
ず
非

常
に
残
念
で
し
た
。

◎
入
学
者
選
抜
終
わ
る　

　

三
月
九
日
に
後
期
選
抜
学
力
検
査
、

一〇
日
に
面
接
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

七
二
人
の
募
集
に
対
し
て
三
九
人
の
中

学
生
が
受
検
し
全
員
が
合
格
し
ま
し

た
。
新
年
度
は
前
期
選
抜
の
合
格
者

四
八
人
と
合
わ
せ
て
八
七
人
が
入
学
す

る
予
定
に
な
り
ま
す
。

◎
三
学
期
終
業
式

三
月
二
二
日
に
三
学
期
の
終
業
式

を
行
い
ま
し
た
。終
業
式
に
先
立
ち
流

河
祭
実
行
委
員
会
か
ら
来
年
度
の
琉

河
祭
の
テ
ー
マ「
ワ
ン
フ
ォ
ア
オ
ー
ル
」

～
最
高
の
仲
間
と
咲
き
誇
れ
～
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

七
月
に
は
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、二
年

間
中
止
と
な
っ
て
い
た
一
般
公
開
が
可

能
と
な
り
、保
護
者
、地
域
の
方
々
に

観
て
い
た
だ
け
る
流
河
祭
と
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、終
業
式
の
後
、離
任
式
を
行

い
、離
任
さ
れ
る
職
員
一
人
ひ
と
り
か

ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勤
務
年
数
の
長
短
は
あ
る
も
の
の
、そ

れ
ぞ
れ
の
職
員
か
ら
生
徒
の
心
に
染

み
る
よ
う
な
熱
い
想
い
を
伝
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。新
た
な
勤
務
地
で
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
文
責　

教
頭　

堀
内
雅
司
）

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
りとても大きな立て看板

後期選抜合格発表
感謝と惜別の離任式

流河祭スローガン
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広
報
い
く
さ
か
四
月
号
を
お

読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

四
月
号
か
ら
編
集
を
担
当
し

ま
す
村
づ
く
り
推
進
室
の
西
村

で
す
。毎
日
、村
内
を
流
れ
る
犀

川
の
美
し
さ
に
感
動
し
な
が
ら

通
勤
し
て
い
ま
す
。

本
誌
が
皆
様
の
お
手
元
に
届

く
頃
に
は
、い
よ
い
よ
桜
が
満
開

で
し
ょ
う
か
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が

ら
、
お
花
見
を
満
喫
し
た
い
で

保
育
園
の
入
園
式
、
小
中
学

校
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
へ
！
）

す
ね
。

最
後
に
、
編
集
担
当
で
は
読

者
の
皆
様
か
ら
感
想
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。「
こ
ん
な
記
事

を
書
い
て
ほ
し
い
」、「
取
材
し

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
ご
要
望

も
大
歓
迎
で
す
！
役
場
村
づ
く

り
推
進
室
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。皆

様
に
楽
し
ん
で
読
ん
で
い

た
だ
け
る
広
報
誌
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。一
年
間
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！�

（
西
村
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
本
及
び
松

本
職
業
安
定
協
会
で
は
、大
学
・

短
期
大
学
・
専
修
学
校
等
の
学

生
を
対
象
と
し
た「
合
同
企
業
説

明
会
」を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
：
令
和
四
年
五
月
六
日

（
金
）
午
後
一
時
的
三
〇
分
か

ら
午
後
四
時
ま
で

◦
場
所
：
ホ
テ
ル
ブ
エ
ナ
ビ
ス
タ

（
松
本
市
本
条
一-

二-

一
）

　

☎
〇
二
六
三-

三
七-

〇
一一一

◦
参
加
対
象
者：
令
和
五
年
三
月

に
大
学
・
短
期
大
学
・
専
修
学

校
等
卒
業
見
込
者
等

◦
参
加
企
業
：
六
〇
社（
予
定
）

◦
受
付
時
間
：
午
後
一
時
か
ら
午

後
三
時
三
〇
分
ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
著
し
い
感
染
拡
大
な
ど
、

参
加
者
の
健
康
と
安
全
の
確

保
が
困
難
な
場
合
は
、
開
催

を
中
止
と
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

松
本
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

☎
〇
二
六
三-

三
一-

八
六
〇
〇

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限

は
五
月
三
一
日
（
火
）
で
す
。

自
動
車
税
種
別
割
は
、
金
融

機
関
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

以
外
に
も
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ「PayPay

」や「LIN
EPay

」

で
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
納
付
で

き
ま
す
。

（
注
）　

納
付
後
す
ぐ
に
車
検
を

受
け
る
場
合
や
、
納
税
証
明

書
が
必
要
な
場
合
に
は
、ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
は
な

く
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
、コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の
窓

口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
先
》

長
野
県
中
信
県
税
事
務
所

総
務
課

☎
〇
二
六
三-

四
〇-

一
九
五
〇

昨
年
度
は
三
回
に
わ
た
り
掲
載
し
ま
し
た
男
女
共
同
参
画
マ
ン
ガ
で
す
が
、
四
年

度
は
、パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
、一
年
間
皆
さ
ん
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

男女共同参画マンガで考えよう！

身近なジェンダー － 第1回 －
新

©段　丹映子　無断転載禁止
（「ちいさなジェンダー」ほうずき書籍）

自
動
車
税
種
別
割
の

自
動
車
税
種
別
割
の

納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

納
付
を
お
忘
れ
な
く
！

大
学
生
等
を
対
象
と
し
た

大
学
生
等
を
対
象
と
し
た

「
合
同
企
業
説
明
会

「
合
同
企
業
説
明
会  

inin

松
本
」の
開
催
に
つ
い
て

松
本
」の
開
催
に
つ
い
て

編
集
後
記

編
集
後
記

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　

申
し
上
げ
ま
す
◆

申
し
上
げ
ま
す
◆

藤
澤　

義
雄  

さ
ん（
91
歳 

下
生
坂
）

★
お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

　
　
　
　

  

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
★

佐
久
間 

大た
い

耀よ
う

ち
ゃ
ん（
3
月
16
日
生
）

拓
郎
さ
ん
・
由
輝
子
さ
ん（
下
生
坂
）



生坂村ホームページ

ご入園・ご入学ご入園・ご入学
　　　おめでとうございます　　　おめでとうございます

甲斐澤 優
ゆう

臣
じん

 ちゃん（2歳）
上生坂／父  伸一さん・母  友加里さん

こんげつの

いい顔

お散歩が　　大好きです

生
坂
保
育
園
で
は
四
月
四
日

（
月
）
に
入
園
式
が
行
わ
れ
、
新

入
園
児
八
名
が
新
た
に
加
わ

り
、
全
園
児
四
〇
名
が
入
園
し

ま
し
た
。

式
で
は
、上
條
園
長
が「
今
年

は
、
園
庭
の
遊
具
が
新
し
く
な

り
ま
す
。
そ
の
遊
具
を
使
っ
て

遊
ん
で
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作

っ
て
ほ
し
い
」
と
園
児
た
ち
に

呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

式
の
後
に
は
、
ひ
ま
わ
り
組

（
年
長
五
歳
児
）、
た
ん
ぽ
ぽ
組

（
年
中
四
歳
児
）、
ち
ゅ
う
り
っ

ぷ
組
（
年
少
三
歳
児
）、
つ
く
し

組（
三
歳
未
満
児
）の
園
児
た
ち

と
保
護
者
の
皆
さ
ん
で
記
念
撮

影
を
し
ま
し
た
。

生
坂
小
学
校
と
生
坂
中
学
校

の
入
学
式
は
、
桜
の
つ
ぼ
み
が

膨
ら
み
始
め
た
四
月
六
日（
水
）

に
そ
れ
ぞ
れ
の
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
男
子
五
名
、
女

子
三
名
の
計
八
名
の
元
気
な
一

年
生
が
保
護
者
と
共
に
満
面
の

笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
初
登
校

を
し
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
男
子
四
名
、
女

子
一
一
名
の
計
一
五
名
の
新
入

生
が
先
輩
方
に
迎
え
ら
れ
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
中
学
校
生
活
に

期
待
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら

緊
張
し
た
面
持
ち
で
式
に
臨
ん

で
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
入
園
・
入
学
式
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
の
た
め
時
間
を
短
縮

し
、
来
賓
の
皆
様
の
参
列
を
ご

遠
慮
し
て
い
た
だ
く
な
ど
通
常

よ
り
縮
小
し
て
実
施
し
ま
し
た
。


